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サイクル地層学は，気候及び造構過程において生じた周期的な地層形成バターンの研究によって. ~語序
学的及び、堆積学的問題の解決に役に立つ分野である。本研究では，このサイクル地層学をオルドビス系に
適用した。
研究対象として北中国ブロックの内部と緑辺部に分布するオルドビス系の4セクション(半泉，青竜山，
平涼，峰峰)を選んだ。それぞれのセクションにおいて古水深分析， Fischer plotとSpectral分析をおこ
ない，次のサイクルを識別した。
干・泉のArenig階とLlanvirn階の炭酸塩右は132阿の第5オーダー上方浅海化サイクル(約10万年周期)
を含む。青竜山のArenig階の炭酸塩岩には82日の第5オーダーサイクル(約10万年周期)が含まれる。
同Llanvirn階の炭酸塙岩は197回の第5オーダーサイクル(約4万年周期)で構成される。モv泉と育竜山
における第5オーダーサイク Jレの累重様式の系統的な変化は， Arenig階においては8回の第4オーダー
サイクルと 3回の第3オーダーサイクルの重複を示し Llanvirn階は6回の第 4オーダーサイクルと 2
凶の第3オーダーサイクルに区分される。古水深の変動曲線とFischerplot分析の結果に基づけば，両セ
クション問の第4と第3オーダーサイクルは対比することができる。
平涼のLlandcilo階とCaradoc階は一連の重力流推積物からなり.21回のと方制粒化とら問の上方組粒
化シークンスを構成する。峰峰のLlar】deilo階とCaradoc階は上方法海化炭酸塩右サイクルの特徴を示す。
平涼では短周期のシークンスの重複により， 6田の長周期シークンスに識別された。平涼の長周期シーク
ンスli，峰峰の6回の長周期上方浅海化サイクルに対比できる。
以上から北中国ブロックのオルドビス系において，様々なスケールのサイクルの累重様式と周期的な階
層性の存在が証明され，地域的及び広域的対比もできることが明らかとなったc このサイク lレの発達はミ
ランコピッチ周期によるユースタシーが支配したと考察された。また，本研究の第3オーダーサイクルは
全地球的規模で対比できる可能性を不した。さらに，保存のよいオルドビス紀前一中期放散虫化討を青竜
山及び平涼セクションから見出し，その産出層準が第2オーダーサイクルの海水準 L，昇期とテクトニック
な活動期に形成されたものであることを明らかにした。そして放散虫化石の分類を主としたムー生物学的研
究を行った。
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論文審査の結果の要旨
海成層に認められる周期性の研究によって，堆積作用とユースタシー及び造構運動の関連が明らかにと
なり，さらに大規模な地球史的変動が解明される。本論文は，下部占生界をサイクル地層学的に研究した
結果に基づいて堆積サイクルの形成:安閃を考察し，令地球的規模での対比を試みたものである。
研究対象は.北II国安定大時及びその同辺域のそれぞれ数百km離れた4セクションのオルドビス系下-
Ljl部である。そのうち 2セクションは炭酸塩特相であり，残りの2セクションはその周辺海域の炭酸塩岩
相及び重力流増強物で構成され，それぞれ数百mの層厚を有するc まず野外及び室内での詳細な記載に某
づいて1-1の岩相と 7つの岩相組合せが設定され，堆積場が推定された。ついでl!・水深分析・フィシャープ
ロット・スベクトル分析によって堆積サイクノレが認定された。放散虫化6研究には生層序学的・山ー生物:宇:
的h"i去が適用されたG
検討結果として，炭酸塩岩相セクションでは二百数十回に及ぶ第 5 オーダー(約 4~1O力ー年周期)の1
方浅海化サイクルが識思IJされたc それらのサイクルは14回の第4オーダーサイクル(数十万年周期に さ
らに fi[fJ]の第3オーダーサイクル(数百万年周期)にまとめられたc 会方.重力流堆積相セクションでは
26凶の第5オーダーに相当するサイクノレが識別され，それらは6凶の第4オーダーサイクルにまとめられ，
炭酷塩者相セクション上部に対比された。さらに全域を通して 3回の第2オーダーサイクル(約 1千万年
周期)が認定された。
以卜の様々なオーダーのサイクルはユースタシーに支配されたものであり，そのうち第5オーダーサイ
クルはその周期からミランコピッチサイクルに規制されたものと考察した。また，第3オーダーサイクル
は全地球的規模で対比できることをポした。放散虫化石研究では出現問もない段階での群集組成と系統の
考察に重要な資料を呈不した。これらの研究成果は，地球史的変動の解明にサイクル地層学が有効で、ある
ことを示し，また，微古生物学に貢献するものである。よって本論文は博士(理学)の学位綬与に値する
ものと審査した。
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